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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月4日(2008.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
置換心臓弁装置であって、以下：
　管腔を規定する本体と、
　該本体に取り付けられた複数の曲がったワイヤの対であって、該曲がったワイヤの対の
各々は、内側の曲がったワイヤと外側の曲がったワイヤとを備え、該内側の曲がったワイ
ヤと外側の曲がったワイヤとは、実質的に一定である空間によって互いから離れている、
曲がったワイヤの対と、
　各々が弁尖本体と１つ以上の弁尖突出部とを備える複数の弁尖であって、該弁尖本体は
、外側の曲がったワイヤのそれぞれの上を延びており、そして該１つ以上の弁尖突出部は
、内側の曲がったワイヤのそれぞれの上を曲がっている、弁尖、
を備える、置換心臓弁装置。
【請求項２】
前記内側の曲がったワイヤと前記外側の曲がったワイヤの曲率が、放物線状である、請求
項１に記載の置換心臓弁装置。
【請求項３】
前記本体の一方の端部が、蛇行する縁部を有し、前記内側の曲がったワイヤの各端部が、
該蛇行する縁部の頂部に取り付けられており、そして、前記外側の曲がったワイヤの各端
部が、該蛇行する縁部のくぼみに取り付けられている、請求項１に記載の置換心臓弁装置
。
【請求項４】
前記本体の各端部に、１つ以上の放射線不透過性マーカーをさらに備える、請求項１に記
載の置換心臓弁装置。
【請求項５】
前記管腔を規定する本体が、実質的に円筒形の本体である、請求項１に記載の置換心臓弁
装置。
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【請求項６】
前記管腔を規定する本体が、樽様の形状を有する、請求項１に記載の置換心臓弁装置。
【請求項７】
前記管腔を規定する本体が、複数の蛇行するワイヤを備える、請求項１に記載の置換心臓
弁装置。
【請求項８】
前記複数の曲がったワイヤの対が、前記管腔を規定する本体の端部に取り付けられている
、請求項１に記載の置換心臓弁装置。
【請求項９】
３つの曲がったワイヤの対、および該３つの曲がったワイヤの対の各々に取り付けられた
弁尖を備える、請求項１に記載の置換心臓弁装置。
【請求項１０】
各弁尖は、前記１つ以上の弁尖突出部に最も近い前記弁尖本体の部分が、前記本体の管腔
から離れるようにそれぞれの外側の曲がったワイヤの上を引っ張られるように、そして該
１つ以上の弁尖突出部が、該本体の管腔の方に延びてそれぞれの内側の曲がったワイヤの
上を曲がるように、位置決めされ、そして該１つ以上の弁尖突出部の各々は、それ自体に
取り付けられる、請求項１に記載の置換心臓弁装置。
【請求項１１】
前記１つ以上の弁尖突出部の各々は、縫合糸によってそれ自体に取り付けられる、請求項
１に記載の置換心臓弁装置。
【請求項１２】
心臓弁と置換心臓弁とを置き換えるためのシステムであって、以下：
　カテーテルを通して心臓内に導入されるように構成されたドッキングステーション；お
よび
　カテーテルを通して該ドッキングステーション内に導入されるように構成された弁フレ
ームであって、
　　管腔を規定する本体と、
　　該本体に取り付けられた複数の曲がったワイヤの対であって、該曲がったワイヤの対
の各々は、内側の曲がったワイヤと外側の曲がったワイヤとを備え、該内側の曲がったワ
イヤと外側の曲がったワイヤとは、実質的に一定である空間によって互いから離れている
、曲がったワイヤの対と、
　　各々が弁尖本体と１つ以上の弁尖突出部とを備える複数の弁尖であって、該弁尖本体
は、外側の曲がったワイヤのそれぞれの上を延びており、そして該１つ以上の弁尖突出部
は、内側の曲がったワイヤのそれぞれの上を曲がっている、弁尖
　を備える、弁フレーム；
を備える、システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】
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